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永 山 敏 廣
＊

Toshihiro　Nagayama

1．　 は じめ に

　平成 14年，中 国 産冷凍 ほ うれ ん そ うか ら食 品衛 生 法 （昭

和 22年法律第 233号）に 規定 さ れ た 残留 基 準 を超 え て 農

薬が 検 出 され る事例が 多く見出され た 。 また，国内 で は 農

薬 の 不適切 な使用が指摘 され，大 きな社会問題 とな っ た 。

さらに，平成 19年 12月 か ら平成 20年 2月 に千葉県お よ

び兵庫県で有機リ ン 中毒を発症 した 中国産冷凍餃子，平成

20 年 10 月の 冷凍 い ん げん な ど，市販食品か ら大量 の 農薬

が 検出 さ れ た 事例 もあ り，食品中 の 農薬へ の 不安が大 き く

な っ て い る。

　食品 に 残留す る 農薬 は，平成 18年 5 月 29 日に ポ ジ テ ィ

ブ リス ト制度が導入 され，加工 食晶を含むすべ て の 食品 に

つ い て 農薬すべ て に か か わ る基準が 設 け られ （対象外物質

を除 く），厳 し く規制 され て い る。こ れ ら基準を 満 た さ な

い 食品は，国産品，輸入品 を 問わ ず，廃棄ある い は積 み 戻

しな どの 措置が と られ，食用 と して の 国内流通が止 め られ

る 。 しか し，平成 20 年 9 月 に は基準を超 えて 農薬が 残留

した事故米の 流 通 が 明 らか に され る な ど．農薬を 巡 る食へ

の 不安 が 続 い て い る 。

2． 農薬 の 定義

　農薬取締法 （昭和 23年法律第 82号）で は，第 1条第 2

項 で ，「こ の 法律 に お い て 「農薬」 と は，農作物 （樹木及

び 農林産物 を含 む。以 下 「農作物等 （注 3）」 とい う。 ） を

害 す る菌 ，線 虫 ，だ に，昆 虫，ね ず み そ の 他 の 動植物 又 は

ウ イ ル ス （以 ド 「病害 虫 」 と 総 称す る。）の 防 除 に 用 い ら

れ る 殺菌剤，殺虫剤 その 他 の 薬剤 （そ の 薬剤 を原料又 は

材料と して使用 した資材で 当該防除に 用 い られ る もの の う

ち 政令で 定め る もの を含む。）及 び農作物等 の 生理機能 の

増進又 は抑制 に 用 い られ る 成長促進剤，発芽抑制剤 そ の 他

の 薬剤 を い う。

　 2　 前項 の 防除 の た め に 利用 さ れ る 天 敵 は，こ の 法律 の

適用 に つ い て は，こ れ を農薬 と み なす。」と定義 され て い る。

農薬 は，農作物 な ど食用 の 植物以外 に ，観賞用 の 盆栽，庭

木や 草花，街路樹 や ゴ ル フ 場 の 芝，山林樹木な ど食用 と し

な い 植物 に も用 い られ る 薬剤 で ，天 敵な どの 生 物農薬 も含

まれ る 。

　
一

方．ハ エ ・カ
・
家 ダニ

・ゴ キ ブ リや 人体 に対 して 健康

被害を及ぼす恐れ の あ る細菌 ・病原菌などを殺菌 ・消毒す

る た め に，家 庭 や ビ ル 内．バ ス や 電 車 な どの 交通 機 関 で使

わ れ る 薬 剤 や，家 畜 や 養殖魚 な ど に 使用す る 動物用 の 薬 な

ど は，医薬品
・
医薬部外品な どで 「防疫用薬剤」な ど と呼

ば れ，薬事法 （動物用医薬品の 食品中残留量 は 食品衛生法）

な どで 規制 され る。また，シ ロ ア リ防除用 の薬剤 は，（社）

日本 しろ あ り対策協会 ま た は （社 ）日本木材保存協会で 認

定登録 さ れ る 。 こ れ ら薬剤 は，い ずれ も農薬取締法 に規定

され た 「農薬」 の 範疇 に は 含 まれ ない 。

　な お，食品衛生 法に よ り規制 さ れ る農薬は，農薬取締法

第 1条の 2 第 1項 に規定す る 物質 で あ る 。 しか し，収穫後

の 農作物 に カ ビ の 発生 を 防止す る 目的 で 使用され る 防か び

斉rJは，口本で は食品添加物 に 指定 され て い る。

圍
農作 物

・
園芸作物

等 に使用

病害虫や雑草 の 防除 に 用 い る薬剤

　殺 虫剤・殺菌剤・除草剤・殺鼠剤　など

植物成長調整に用い る薬剤
　 着果 促 進剤

・
無種 子 化 剤

・
発 芽 抑 制剤 　 など

各種農薬の 効果を増進させ る，あるい は

病害虫をお びき寄せ たり遠ざけた りする薬剤
　展 着剤　など

病害虫防除 着果促進 に 利 用 す る天敵

　寄生蜂・補色性ダニ
・昆虫ウイルス ・

マ ル ハ ナバ チ　な ど

用 途別 に 分類 した と きの 農薬の 種類 の 例

殺虫剤

殺菌剤

除草剤

殺 そ剤

植物成長調整剤

誘引剤

展着剤

農作物加害す る害虫 を防除する薬剤

農作物 を加害す る 病気 を防除する 薬剤

雑草 を防除す る 薬剤

農作物 を加害す る ノ ネズ ミ な どを 防除する 薬剤

農作 物の 牛育 を促進 した り，抑制する 薬剤

主 と して 害虫を に おい などで 誘 き寄せ る 薬剤

ほ か の 農薬 と 混合 して 用 い ，そ の 農薬 の 付 着性

を高 め る 楽剤

農林 水 産省農薬 コ
ー

ナ
ー「農薬の 基礎知識」 よ り

　（htrp：〃 www ．皿 a丘．go．jp／nouyaku 〆index．htm ］）

＋
東京都 健 康安 全 研 究 セ ン ター

　 （TokyD 　Metropolitan　Institute　of 　Public 　Health ）

　農薬取締法第 2条 の 1に は，「そ の 原材料 に 照 らし農作

物等，人 畜及 び水産動植物 に 害を及 ぼ す こ とがない こ とが

明 らか な もの と して 農林水産大 臣及 び環境大 臣が 指定す る

農薬 」の 規定が あ る。こ れ ら は 「特定農薬 （特定防除資材）」
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とされ，現在，「使用 され る場所 の 周辺 で 採取された （地

場 で 生息す る ）天 敵 （例〕 ナ ナ ホ シ テ ン トウ，寄生バ チ ）」，

「重曹」，「食酢」 の 3種類 が ，殺虫剤 や 殺菌剤 と して 指定

さ れ て い る。

3． 農薬 の 使用

　農作物は，野生植物 の 中か ら，実や 葉，根 な どが大きい ，

あ る い は，甘 い ，実が た くさ ん付 くな ど の 性質をもつ な ど，

人間 に と っ て 有用 に改良 され た もの で ，自然 の もの に 比 べ

抵抗性 が 弱い 。また ，農作物 は．田，畑，ハ ウ ス な ど一
ヶ

所 に集 中 して 栽培 さ れ，日本 の 気候 も高温多湿 で あ る た め，

その 作物 を好 む 病害虫が発 生 しやす く，雑草も生 えや す い

環境 と な っ て い る 。 しか し，手取 りによ る 害虫除去や除草

な ど．人 の 手 に よ る 防除 で は 多大な労力が必要 と され，昨

今の 少 な い 労働力 で は 被害を防止す る こ とは 困難 で あ る。

農薬 の 利 用 は，こ れ ら病 害 虫 や 雑 草 の 防 除 に安 定 的 な効果

を発揮 させ る 手段 の ひ とつ で あ る 。

　農薬は，動植物 に 直接作用 し て効果を発現す る もの も多

く，使い 方を誤る と周 りの 生物や環境 に 影響を 与え る可 能

性があ る 。 そ こで ，登録制度 儂 林水産省に登録され た農

薬 の み が 製造，輸入，販売，使用 で きる と い う仕組 み ）に

よ っ て 審査 し，作物へ の 残留や 水産動植物へ の 影響 に 関す

る 基準が 設 けて，こ の 基準を超えな い よ うに使用方法を定

め，安 全 性 の 確保 を 図 っ て い る。

　 農薬 の 登録 に は，品質，病害虫な どへ の 効果，作物 へ の

害
・
残留性，人 や 家畜 へ の 毒性な ど の 試験成績が求 め られ

る。農薬を使用す る もの が遵守すべ き基準 （使用基準）が

農林 水産省 の 省 令 で 定 め られ，違 反 者 に は懲 役．罰金 の 罰

則 が あ る e 登録 の 有効期間は 3 年で あ る 。 防除対象 とす る

病害虫や 雑草 と対象以外 の ヒ トや 家畜，作物 との 間 に あ る

違 い （選択性） を利 用 して，高 い 効果を示 しなが ら 人 な ど

に は 危険 を及 ぼ さ な い 農薬が 開 発 さ れ て い る。

　登録農薬 は，そ の 品質 と安全性が確認 さ れ，安全 に 使用

で きる 範囲が 明か に さ れて お り，その 内容が容器 の ラ ベ ル

登 録 検査 の 事項 及 び主 な試 験 成 績

○人 ・家畜 へ の 安全性

　 （急性毒性．慢性毒性，繁殖影響等）

○濃作物 等食品 へ の 残 留性

　 （作物残 留、乳汁へ の 移行等 ）

O 水産動植 物等有用 動植 物へ の 影響

　 （魚類急性毒 性，藻類 生成阻害，ミ ッ バ チ影響等）

○土 壌 ・水 環境 へ の 影響

　 （土壌残留，後作物 残留，水質汚濁，環境 中予 測濃度等）

○ 薬効 ・薬害

　（薬 効薬 害試 験 成 績）

○原体混在物の 安全性

　 （有害混在物）

○有効成分 ・製剤の 物理的化学 的性状

　 （水溶解 度，『1二壌 吸 着性，水 中光分解性等 ）

（http：〃 www ．famie．gojp／information／busbess−guidance ／nouyaku ．htmE）

に 表記 される 。 用途や 成分名，含有量などの 他，使用基準

と して 適用 作物（当該農薬 が 使用 で きる 作物），使用方法 （使

用 で きる 作物，使用 で きる 量 （希釈倍率），使 用 時期，使

用 回数 な ど）な どが 示 され て い る。これ らの 事項 を 守 っ た

適 正 な 使用 に よ り，農作物へ の 過量 な残留 や 防 除対象 生 物

以外 へ の 影響 を防止 で きる 。 登録 された農薬を使 うこ と，

定 め られ た 使い 方をまもる こ とで安全性 が確保 さ れ る。

4，　 食品中残留農薬の 規制

　農薬 は，農作物 に散布 さ れ た後，太陽に 照 ら さ れ，風雨

に さ ら さ れ．植物体内で 代謝 さ れ る な ど して徐 々 に減衰す

る もの の ，そ の
一

部が 収穫後に も残 る こ とが あ り，こ の 残

っ た 農薬 を 「残留農薬」 とい う 。 残留農薬が．農産物を通

して 人 の 口 に入 り，あ る い は飼料 と して 家畜 に摂取されて

食肉や 乳などの 食品を通 して 人の 口 に 入 っ たとき、健康 に

悪 影 響 が 出 な い ように，安 全性 の 確保 が 図 られ て い る。

　 食品衛 生 法 eg　11 条 に よ り，食 品は，人 の 健康 を 損 な う

おそれの ない こ とが明 らかで あ る もの と して 厚生労働大臣

が定め る 物質 （対象外物質）を除 き，人 の 健康を損 な うお

それ の な い 量 と して厚生労働大臣が 薬事 ・食品衛生審議会

の 意見 を聴 い て 定 め る 量 （
一

律基準）を超 えて 残留 して は

ならない と され る 。ただ し，他 に残留量 の 限度 につ い て 食

品 の 成分 に係 る規格 が 定め られ て い る場合 は，そ の 規格に

従うと さ れ て お り，食品，添加物等の 規格 基 準 （昭和 34

年厚 生 省告示第 370号）が 定 め ら れ，そ の 第 1食 品 の A

食品
一

般 の 成分規格 （食品規格） に よ り農薬 の 成分 ひ とつ

ひとつ に 食品 の 品 目ひとつ ひ とつ の 超 えて はな らない 量

（残 留 基 準）が 示 さ れ て い る。加 工 食 品 を 含 む す べ て の 食

品に，すべ て の 農薬 が規制 され る こ とか ら，ポ ジ テ ィ ブ リ

ス ト制度 とい われ る 。

　食品規格に は，すべ て の 食品 か ら検出 さ れ て は な ら な い

とさ れ る 「不 検出基準」，従前 か ら規定され て い た 食品 ご

との 農薬 の 基 準 で あ る 「残留基準」，新 た に 設定され た 食

品 ご と の 農薬 の 基準 で ある 「暫定基準」が定 め られ て い る。

加 工 食品 に つ い て は，不検出基準の 他，米ぬ か，小 麦粉，

大豆油，トマ トピ ュ
ーレー，干 しぶ ど うな どの 加 工食品 と

して の 個別の 基準，原材料が
一t

律基準及 び 成分規格 の 基準

を遵守 して い る こ ととの 規定が設けられ て い る。

　食品が諸外国 か ら輸入 され る と，海空港 の 検疫所で 審査

お よ び検 査 が 行 わ れ た 後 食 品 衛生 法 の 遵 守が 確認され て

国内 に持 ち込 ま れ る 。 違 反 の 蓋 然性 の 高 い 食品は ，検査命

令 に よ る 検査が実施 され，適法 が 確認 さ れ る まで 輸入手続

が止められ る 。 また．別 に モ ニ タ リ ン グ検査や確認検査 に

よ る抜 き取 り検査 も行 わ れ，基準値 を超えて 検出 され る事

例が 繰 り返 される と検査命令が発出され る 。 国内で 流通 さ

れ る食品 は．国産品で あれ ば生 産地 で 出荷前 に検査が 行 わ

れ て い る もの もあり，また ，輸 入，国 産 を問 わ ず各地 方 自

治体 に よ る 抜 き取 り検査 が 実施 され て い る。基準 を超えて
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食品衛生法に基 づ く食品中の 残留農薬 の 規制

農蘂が検出された 食品 は，回収や，販売禁止 な どの 措置が

と られ，原 因を究明 して 再発防止が図られ る 。

5．　 市販食品 中の農薬残留実態

　市販食品 は，各地方 自治体 に よ り，抜 き取 り検査や 残留

実態調査 が 行われ て い る 。 東京都 で も健康安全研究 セ ン タ

ー等が 実施 し，そ の 結果 を年報等に報告して い る
1“・4）。

　平成 18年度 （
一

部 17年度〉の 国産農産物に つ い て は，

キ ャ ベ ツ ，き ゅ う り，トマ ト．なす，ピー
マ ン ，レ タ ス な

ど 32種類 の 野菜 お よ び い ち ご，日 本な し．ぶ ど う，りん

ご な ど 11種類 の 果実 を調査 した。ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル ，ペ

ル メ トリン な ど 26種類 の 殺虫剤，イ プ ロ ジ オ ン ，プ ロ シ

ミ ドン な ど 16種類 の 殺 菌剤お よ び トリフ ル ラ リン 1種類

の 除草剤 が 検 出 さ れ た 。 野菜 か らは．ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル ，

ペ ル メ ト リ ン ，ホ ス チ ア ゼ ートな ど 18種類 の 殺虫剤，イ

プ ロ ジ オ ン ，ク ロ ロ タ ロ ニ ル ，トル ク ロ ホ ス メ チ ル ，プ ロ

シ ミ ドン な ど 11種類 の 殺菌剤，ト リフ ル ラ リ ン ユ種類 の

除草剤 が 0．01未満〜0．75ppm 検 出 され た 。 こ れ らの うち，

き ゅ う りとみ ず な か ら ホ ス チ ア ゼ ート （い ずれ も平成 17

年度 の 事例），こ ま つ な 1検体 か ら フ サ ラ イ ドお よ び フ ル

シ ト リネ
ー

ト （平成 18 年度 の 事例） が 残留基準値 を超 え

て検出 さ れ た 。果 実 か ら は，ピ フ ェ ン トリ ン，フ ェ ン プ ロ

パ トリン な ど 12 種類 の 殺虫剤，イ プ ロ ジ オ ン ，ク レ ソ キ

シ ム メ チ ル な ど 10種類 の 殺 菌剤 が 0．01 未満
〜0．22ppm

検 出 さ れ た 。 残留基準値 を超 えた 事例 は なか っ た 。

　輸入品に つ い て は，ア ス パ ラ ガ ス ，に ん に くの 芽，パ プ

リ カ な ど 30種類 の 野 菜 お よ びきの こ，グ レ
ー

プ フ ル
ー

ッ ，

レ モ ン な ど の か ん きつ 類 や ア ボ カ ド，パ イ ナ ッ プ ル ．バ ナ

ナ な ど 20 種類 の 果 実 の 他 ，小 麦粉 な ど の 穀類 　コ ーヒ ー

豆 や 大 豆 な どの 豆 類，ア
ーモ ン ドや カ シ ュ

ーナ ッ ツ な どの

種実類，ウ
ーロ ン 茶や紅茶 な どの 茶類，合 わ せ て 74種類

の 農産物 を 調査 した。エ ン ドス ル フ ァ ン ，ク ロ ル ピ リホ ス ，

シ ペ ル メ トリ ン な ど 31種類 の 殺虫剤，イ プ ロ ジ オ ン ，イ

マ ザリル ．ク ロ ロ タ ロ ニ ル ，キ ャ プ タ ン な ど 21種類 の 殺

菌剤 2，4−D ，シ マ ジ ン，ト リ フ ル ラ リ ン 3 種類 の 除草剤 ，

マ レ イ ン 酸 ヒ ドラ ジ ド 1種類 の 植 物成 長 調 整剤，ピ ペ ロ ニ

ル ブ トキサイ ド 1種類 の 協力剤が検出された 。野菜か らは，

シ ペ ル メ トリ ン など 6種類 の 殺虫剤，ク ロ ロ タ ロ ニ ル ，プ

ロ シ ミ ド ン な ど 11種類 の 殺菌剤 が 0，01 未満〜0，34ppm

検 出 され た 。 か ん きつ 類 を 除く果実 か ら は，エ ン ドス ル フ

ァ ン ，ク ロ ル ピ リ ホ ス な ど 11 種類 の 殺虫剤，イ プ ロ ジ オ ン，

キ ャ プ タ ン，シ プ ロ ジニ ル な ど 13種類の殺菌剤 が 0．01未

満
〜0．29ppm 検出 され た 。 か ん きつ 類 か ら は，ク ロ ル ピ

リホ ス ，ピリプ ロ キ シ フ ェ ン な ど 11種類 の 殺虫剤，イマ

ザ リル ，チ アベ ン ダ ゾ
ー

ル な ど の 防 ば い 剤 や トリ フ ロ キ シ

ス ト ロ ビ ン な ど 4 種類 の 殺 菌 剤 が 0．Ol未 満 〜2．4ppm 検

出 され た。検出 され た 農薬 は い ず れ も残留基 準値及 び一律

基準値以下で あっ た 。

　
一

方，厚生労働省 は，平成 6年度か ら，地方公共団体 や

検疫所などに お け る検査結果などを集計 し，公表 して い る。

平成 18年 4月 18 日 に平成 14年度
E］
，平成 20年 10月 29

日 に 平成 15年度
e｝

の 検査 結果が 公 表 され た 。

　平S£ 　14年 は ，中国産冷凍 ほ うれ ん 草 か ら基準を超 えて

ク ロ ル ピ リ ボ ス が検出 され，また，国 内で は な しや りん ご

な ど に 日本 で は 登 録 さ れ て い な い 農薬 が 使用 され た と の 報

道が 繰 り返され た 。 農産物中に残留した 農薬へ の 不安が 大

きく取 り上 げ られ，ポ ジ テ ィ ブ リス ト制度導入の 機運 が
一

気 に 高ま っ た 年 で あ っ た。平成 14年度 の 延 べ 検査農薬数

は 約 91万件で，前年度 の 約 53万件か ら大 きく拡 大され た。

農薬 の 検出頻度 は，農薬 と して の 延べ 検査件数 に 対す る 割

合で 0．36％，違反事例 の 割合 は 0．03％ で あっ た 。

　平成 15年度 の 延べ 検査農薬数 は約 213万件 で，平成 14

年度よ りさ ら に大 きく拡大さ れ た。農薬の 検出頻度 は，農

薬 と し て の 延べ 検 査 件数 に 対す る 割 合 で 0．23％，違 反 事

50
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食品中の 残留農薬一
残留農薬の 現状一

例 の 割合 は O．01％ で あ っ た。検 出率は，検査農 薬数 の 拡

大 に 伴 い 母 数 が 大 きくな っ て い る こ ともあ り．徐 々 に 減少

して い る 傾 向が見ら れ る。違反率は，まだ ポ ジ テ ィ ブ リ ス

ト制度導入 以 前 で 基準値設定数 も限 られ て い た 範囲で は あ

る が ，従前 の 0，02％ 前後 とほ と ん ど変 わ ら な い 結果で あ

っ た。

　農薬の検出状況 を見 る と，国産品 で は，きゅ うりか ら ク

ロ ル フ ェ ナピル t ク ロ ロ タ ロ ニ ル，プ ロ シ ミ ド ン，い ち ご

か ら ク レ ソ キ シ ム メ チ ル ，テ ブ フ ェ ン ピラ ド，ミ ク ロ ブ タ

ニ ル ，りん ご か ら カ ル バ リル ，
．
キ ャ プ タ ン ，ク ロ ル ピ リホ

ス などの 検出例が 多い 。輸入 品で は，小麦 か らク ロ ル ピ リ

ボ ス メ チ ル ，マ ラ チ オ ン ，とうもろ こ しか ら ピ リ ミ ホ ス メ

チ ル ，マ ラ チ オ ン，え だ ま め か らク ロ ル ピリ ホ ス ，シ ペ ル

メ トリ ン ，フ ェ ンバ レ レ
ート，お くらか らシ ペ ル メ トリ ン，

ペ ル メ トリ ン，メ タ ミ ドホ ス ，ほ うれ ん そ うか ら ク ロ ル ピ

リ ボ ス ，シ ペ ル メ トリ ン，フ ェ ン バ レ レ
ー

ト，い ちご か ら

ビ フ ェ ン トリ ン ，フ ェ ン プ ロ パ トリ ン ，マ ラ チ オ ン ，ミク

ロ ブ タ ニ ル ，か ん きつ 類 か ら イ マ ザリル ，レモ ン 及 び オ レ

ン ジ か らク ロ ル ピ リ ホ ス ，グ レ
ープ フ ル

ー
ッ か らエ チ オ ン，

バ ナ ナ か ら イ プ ロ ジ オ ン ，ク ロ ル ピ リ ホ ス な どの 検出例 が

農産 食品にお ける違反事例 （自治体検査 分 ： 平成 18年 5月 29 日〜12 月 31 日）

基準値超過事例

国 産 ・輸 入 食 　 　品

検出項 目名 驫 検 ・値 ・PP ・ ・
鉾 値 （ppm ）

キ ヤ ベ ツ ホ ス チ ア ゼート 1 0．12 ・．一
律 0．01

フ ェ リ ム ゾ ン 1 0．02 一律 O、01
きょ うな

フ ル バ リ ネート 1 0．2 一律 O．01

ル フ ェ ヌ ロ ン 1 0．05 暫定 0 ．02
チ ン ゲ ン サ イ

プロ チ オ ホス 1 0．48 本 0，2

イ ン ドキサ カ ル ブ 　　 1 0．4 一
律 0．Ol

し ゅ ん ぎ く カ ル ベ ン ダ ジム 27 ，8、　ユ8．0 暫定 3

フ ェ ニ トロ チ オ ン 　 　 1 0．7 本 0．2

レ タ ス ホ サ ロ ン 1 1．1 暫定 〔｝、5

すい ぜ ん な シ ア ノ ボ ス 1 0ユ0 暫
1
定 Q．05

食用 ぎ く フ ェ ン バ レ レ ー
ト　 　 1 5．61 本 O．50

シ ラ フ ル オフ ェ ン 　 　1 3 暫定 0．e5
国 産 　ね ぎ （リ

ー
キ を含 む ）

EPN 21 、5，1．8 本 o，1

ピーマ ン EPN 1 0．5 本 0．］．

シ シ トウ EPN 1 4．45 一
律 0．Ol

か ぼ ち ゃ 〔ス カ ッ シ ュ を含む ）　 ヘ プ タ クロ ル 40 ．05〜O．07 暫定 0．03

EPN 20 ．12，　0．19 一律 0．Ol

イ ソ キ サ チ オ ン 1 2．3 暫定 0．1

ほ うれ ん そ う ア セ フ ェ
ー

ト 1 le 暫 定 6

メ タ ミ ドホ ス 1 0．71 暫 定 0．5

ピリ ダベ ン 1 0．45 一
律 0．Ol

アセ ブ エ
ー

ト 1 5．6 本 3．0

未成熟 い ん げん メ タ ミ ドボ ス 1 1．2 暫 定 0．5

ル フ ェヌ ロ ン 1 0、03 暫 定 0，02

輸 入 　か ぼ ちゃ （ス カ ッ シ ュ を含 む） ク ロ ル ピ リボ ス 1 0，092 本 0．05

し よ うが BHC 40 ．02〜O．13 一律
．

0，01

未成 熟 え ん どう フ ル シ ラゾール 1 O．07 一律 0．01

レ モ ン フ ル シ ラゾ
ー

ル 30 ．02− 0．Q4 一律 0．Ol

（「平 成 19年度 輸 入 食 品監 視 指導計画監 視結果中間報告平成 19年 11 月厚生労働省医 薬食晶 局 食晶安全 部」
http：frfwww ．wam ．go．jp／warnapplfbbl4GS50 ．nsf／O／fb30922609100bge492573BOOIae843／＄FILE ／20080218＿3sarlkou＿13．
pdf ）
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多い 。検出濃度は比 較的低 く，多くは基準値 の レ 10以 下

の レベ ル と い わ れ る。

　平成 15 年度 に お け る 検 出割合 の 高 い 農薬 と して は，国

産品で は ，プ ロ シ ミ ドン，ク ロ ロ タ ロ ニ ル ，ク レ ソ キ シ ム

メ チ ル ，キ ャ プ タ ン な ど，輸 入 品 で は，イマ ザ リル ，臭 素，

2，4−D な どが挙 げ ら れ て い る 。 こ れ まで の 検査結果 と 同

様 国産 品 と輸入品 で は検 出され る 農薬 の 種類が異 な っ て

お り，国内と諸外国 とで 汎用 され て い る 農薬 の 種類 が 異な

る こ とに よ る もの と考 え ら れ て い る。

　ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト制度導入 後の 違 反事例厚生 労働省検疫

所 にお ける 輸入 食 品 の 検査 で は多くの 違反事例 が 報告 され

て い る が ，こ れ ら は積 み 戻 しあ る い は 廃棄な ど され，国内

で は流通 されない 。 国内 に流通す る市販品の調査結果に よ

る と，平成 18年 12月 31 日 まで に 国産品 で 31食品，輸 入

品で 9食晶が報告さ れ て い る 。

一
律基準や暫定基準 に か か

わ る 違反事例が 多く見 られ る もの の ，事例数 は 比較 的少な

い o

6． 食品 由来の農薬摂取

厚生 労働省 は，市場 に流通 して い る農産物等 を調理 した

後に残っ た 農薬量 を調査 し，そ の 結果 を 公表 して い る
7）

。

平成 3〜16年度 に 206農薬 を 調査 し た が，30 農薬 は 調理

後 に も残 っ て い る場合が観察 され て い る 。農薬 の 摂取量を，
一

目摂取 許 容量 （ADI） に 占 め る割合 （対 ADI 比 ）で 見

る と，魚 介類 か ら検 出 され た ヘ プ タ ク ロ ル （ヘ プ タ ク ロ ル

エ ポ キ シ ドを検出） で 27．31％，海藻や食塩などからの 由

来 に よ る もの を含む臭素 で 12．08〜16．30％，そ の 他 28農

薬は O、04〜7．62％ で ，13農薬は 1％ 未満 の 摂取量 で あっ

た 。検 出 さ れ な か っ た 176 農薬の うち AD エが 設定 さ れ て

い る 172 農薬 に つ い て ，検 出限界値 の 20％ の 農薬 が 含 ま

れ て い る と仮 定 し て ADI と 比較 し た と こ ろ ，い ず れ も

ADI の 48％ 以 下，111 農薬 は 1％ 未満 で あ っ た。こ れ ま

で調査 した農薬に つ い て ，食品を通 じた摂取 で 現時点に お

い て 安全 上 の 問題 は な い と考 え られ て い る 。

7，　 おわりに

　 農 薬 使 用 に 際 し，登 録 農 薬 を用 い る こ と，適 正 な 使用 方

法 （使用基準） を守 る こ と に よ り，残留農薬が食品衛 生 法

に 基 づ く基準 を超え る こ とは ない と され る 。 平成 18年 の

ポ ジ テ ィ ブ リス ト制度 の 導人 に 伴い ，すべ て の 食品 に残留

平 成 3〜16年 度 　食品 中 の 残 留 農 薬 の
一．一

凵摂取 量調査 結果

農　薬 　名
平均 1 日摂取量

　　 （μ9）
対 ADI 比

　 （％ ）

　　 ADI
＊

（μ9 ／50kg ／日）

o 平成 16年度 まで に い ず れ かの 食品群 にお い て検出 され た農薬

イマ ザ リル ，カ ル バ リ ル ，ク ロ ル ビ リホ ス メチ ル ，ク ロ ル ブ ロ フ ァ ム ，ジ ク ロ

ラ ン ，ジ コ ホ ール ，シ ベ ル メ トリ ン，ジ メ トエ
ール ，チ アベ ン ダ ゾ ール ，フ ル

フ ェ ノ ク ロ ス ロ ン ，プ ロ バ ル ギ ッ ト，マ ラチ オ ン ，メ トブ レン

0．95〜21．620 ．07
糧

（0．04ト 0．86500 〜5，000

DDT ，　 EPN ，ア ジ ン ボ ス メ チ ル ，ア セ フ ェ
ート，エ ン ドス ル フ ァ ン ，ク ロ ル デ ン ，

ク ロ ル ピ リ ホ ス ，バ ミ ドチ オ ン ，フ ェ ナ ミ ホ ス ，フ ェ ニ トロ チ オ ン ，フ ェ ン ト

エ ート，フ ェ ン パ レ レ ート，プロ チ オ ホ ス ，メ チ ミ ドホ ス ，メ チ ダ ンチ オ ン

0．77〜45．07 ユユ5（0．09）〜7．62 25〜1，500

臭素 6，038〜8，15012 ．08− 16．30 50，000

ヘ ブ タ ク ロ ル 1．37 27．31 5

O い ずれの 食品群 にお い て も検 出 されなか っ た 農薬
’”

2、4，5−T ，CNP ，ア ミ トロ ール ，カブ タホール
一 一

設 定不 能

BHC ，　 DCIP，　 EPIC，　 XMC ，ア ク リ ナ トリ ン ，ア セ タ ミブ リ ド，ア トラ ジ ン ，
ア メ トリ ン ，イ ソ プ ロ チ オ ラ ン ，イ プ ロ ジオ ン 等　　　　　　　　　　111農 薬

D．26〜21．620 ．02（0．02）〜0、97170 〜8，500

ア ミ トラ ズ，ア ラ ク ロ ール ，イ ソ キ サ チ オ ン ，イソ プ ロ カ ル ブ，イ ミ ベ ン コ ナ

ゾ ール ，エ チ オ ン ，エ デ ィ フ ェ ロ ン ボ ス ，エ トリ ム ホ ス ，オ キ サ ミ ル ，カ フ ェ

ン ス トロ ール 等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46 農薬

0．53〜22．461 ．08（0．45）〜9．7D 10〜2，000

ア ル ジ カ ル ブ．イ ソ フ ェ ン ボ ス ，エ トプ ロ ホ ス ，エ ン ドリ ン ，キ ナ ル ポ ス ，ジ

ス ル ポ トン ，デ ィ ル ド リン ，テ ル ブ ホ．ス ．ビ テ ル タ ノール ，ピペ ロ ホ ス 等

　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　 上5農薬

0．40〜32，8710 ．12（3．33）〜48．49 5〜190

　 　 全 て の 食 品群 で 未検 出 で あ り，薬事
・
食 晶衛生 審議 会 又 は残 留 農 薬 安 全 性 評 価 委 員 会 に お い て AD 工が設 定 で きな い と され て い る た め ，

　 　 摂取量 の 推計 及び対 ADI 比 を求め て い ない
。

＊

ア ジ ン ホ ス メ チ ル ．エ ン ドス ル フ ァ カ カル ベ ン ダ ジ ム ，ク ロ ル デ ン ，ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル ，ジ ク ロ ラ ン ，ジ ス ル ポ トン ，テ ク ナ ゼ

　　 ン フ ェナ ミ ホス ，プ ロ パ ル ギ ッ ト．ヘ プ タ クロ ル ．ボ ス フ ァ ミ ドン．ホ ス メ ッ ト，メ ソ ミ ル ．メ ビ ボ ス ，メ チ ダ ン チ オ ン 及び モ ノ ク

　　 ロ トホ ス の ADI は JMPR が 設 定 した もの ，そ の 他 は 内 閣府 食品安全委員会，薬事 ・食 品衛生 審議 会 又 は 残 留農薬 安 全 性 評 価 委員 会

　 　 が 設定 した ADI で ある 。
＊＊

複 数回 の 調査 に よる 各農薬の 対 ADI 比 で 最大値 と して 示 された 値。（）内は最小値。
楙

　検 出限界の 20％ の 農薬が 含 まれ て い る もの と仮定 して 1 日摂取 量 を 推計 した。
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食品中 の 残留農薬
一

残留農薬 の 現状
一

するすべ て の 農薬等が 規制され る こ と とな り，農薬等の 残

留 に つ い て よ り厳 し く規制 さ れ る よ うに なっ た 。 今 の と こ

ろ ，我 が 国で 流通 して い る 農産物 に お け る 農薬 の 残留 レ ベ

ル は低 く，通常 の 食事か らの 農薬摂取が 原因で健康上問題

が 生 じ る こ と は な い と判断さ れ て い る。い ろ い ろ な食品 を

バ ラ ン ス よ く組合せ，彩り豊 か な 心 と体に お い しい 食生活

を楽しみ た い 。
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